
　今
回
は
、
社
会
福
祉
法
人
可
愛

会
を「
深
ボ
リ
！
」。
理
事
長
今い

ま

村む
ら

英え
い

世せ
い

さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　社
会
福
祉
法
人
可
愛
会
は
、

昭
和
45
年
に
開
院
し
た
今
村
整
形

外
科
を
前
身
と
し
て
、
昭
和
51
年

に
設
立
し
ま
し
た
。
社
会
福
祉
法

人
と
し
て
、
利
用
者
の
意
向
を
尊

重
し
、
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
で
き
る
よ
う
に
、
現
在
で
は
障

害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
や
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
、
医
療
施
設
な
ど
合

社会福祉法人可愛会

第
54
回

社
会
福
祉
法
人
可え

愛の

会か
い

－ Information －

代 表 者：理事長　今村英世
所 在 地：宮内町 2539番地２
従業員数：150人
連 絡 先：（25）3327

▲今村クリニック新リハビリ棟で集合する
　今村理事長（前列の左から 4人目）と職員の方々

▲ホームページ

わ
せ
て
10
事
業
所
を
運
営
し
て
い

ま
す
。

「
利
用
者
に
寄
り
添
う
」

　支
援
を
必
要
と
す
る
方
々
が
、

安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、｢

寄
り
添
っ
て
い
く
、
進

歩
し
て
い
く
、
や
さ
し
く
あ
り
続

け
る｣
を
基
本
理
念
に
支
援
を
実

践
し
て
い
ま
す
。

　
職
員
は
、
自
己
の
研
さ
ん
の
た

め
に
研
修
を
重
ね
、
や
さ
し
く
丁

寧
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
春
に
は
、
今
村
ク
リ

ニ
ッ
ク
内
に
、
リ
ウ
マ
チ
科
を
設

立
す
る
な
ど
、
今
ま
で
本
市
内
で

で
き
な
か
っ
た
診
療
・
リ
ハ
ビ
リ

を
身
近
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

今
後
の
抱
負

　医
療
・
高
齢
者
福
祉
・
障
害
者

福
祉
を
連
携
さ
せ
、
総
合
的
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
体
制
を
よ
り
充
実
し

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
利
用
者
が

希
望
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
解
決
す
べ

き
課
題
な
ど
を
把
握
し
、
適
切
な

窓
口
に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
安
心
し

て
過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支

援
し
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
方
々
の
よ

り
ど
こ
ろ
と
な
る
開
か
れ
た
施
設

を
目
指
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

に
努
め
ま
す
。

入職３年目
有
あり
村
むら
海
の
愛
あ
さん

　
亀
山
苑
で
は
、
障
害
の
あ
る
入

所
者
の
食
事
、
排
せ
つ
な
ど
の
介

護
、
施
設
生
活
を
快
適
に
過
ご
し

て
い
た
だ
く
た
め
の
支
援
を
行
い

ま
す
。
私
は
亀
山
苑
の
仕
事
に
誇

り
を
持
っ
て
い
ま
す
。
職
場
の
雰

囲
気
も
良
く
、
特
に
入
所
者
の

方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
た
と
き

は
、
自
然
に
笑
顔
に
な
り
ま
す
。

年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ

ン
ト
が
あ
り
、
入
所
者
の
方
々
と

一
緒
に
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

職
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

▲今村クリニック
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　市
実
行
委
員
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
お
よ
び
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
で
は
、
こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

活
動
の
様
子
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

▲ホームページ

▲県実行委員会��
���ホームページ▲Instagram

国体開催１００日前！国体開催１００日前！
デモスポ～バウンドテニス～が開催されます！デモスポ～バウンドテニス～が開催されます！

問
合
先
／

燃
ゆ
る
感
動
か
ご
し
ま
国
体
薩
摩
川
内
市
実
行

委
員
会
事
務
局（
国
体
推
進
課
内
）

（
内
線
６
４
３
１
）

▲第15回ファイテンカップ鹿児島大会での写真

　
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、障
害
の

あ
る
選
手
が
競
技
な
ど
を
通
じ
、ス
ポ
ー
ツ

の
楽
し
さ
を
体
験
す
る
と
と
も
に
、多
く
の

人
々
が
障
害
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、障
害

の
あ
る
人
の
社
会
参
加
を
推
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。特
別
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、10
月
28
日（
土
）

～
30
日（
月
）の
３
日
間
行
わ
れ
、全
国
か
ら

５
５
０
０
人
が
参
加
し
、正
式
競
技
14
競
技

が
県
内
各
地
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
詳
細
は
県
実
行
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ポ
ー
ツ

（
通
称｢

デ
モ
ス
ポ｣

）と
は
？

　
県
内
に
お
住
ま
い
の
方
を
参
加
対
象
と
し

て
子
ど
も
か
ら
高
齢
の
方
ま
で
幅
広
い
年
齢

層
の
方
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

　
デ
モ
ス
ポ
で
は
、よ
く
知
ら
れ
て
い
る
身

近
な
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
、あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
珍
し
い
ス
ポ
ー
ツ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
競

技
が
実
施
さ
れ
ま
す
。県
内
で
は
、32
市
町
村

で
36
競
技
が
行
わ
れ
、本
市
で
は
６
月
18
日

（
日
）に
、サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い
で
、バ
ウ

ン
ド
テ
ニ
ス
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
は
、狭
い
場
所
で
も
手

軽
に
で
き
、テ
ニ
ス
と
比
べ
て
体
力
の
消
耗

が
少
な
い
こ
と
、屋
内
競
技
で
あ
る
こ
と
な

ど
か
ら
、老
若
男
女
を
問
わ
ず
多
く
の
人
が

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。�

「
バ
ウ
ン
ド
」と
は
、ボ
ー
ル
が
よ
く
弾
む（
バ

ウ
ン
ド
）、そ
し
て
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
で
で

き
る（
バ
ウ
ン
ダ
リ
ー
）か
ら
由
来
し
て
い

ま
す
。大
会
当
日
は
、県
内
の
15
チ
ー
ム（
１

チ
ー
ム
６
人
）、計
90
人
近
く
の
選
手
が
参
加

し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
見
学
が
で
き
ま
す
の
で
、バ

ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
を
観
戦
し
、み
ん
な
で
国
体

を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

バウンドテニスのルール
・ルールはテニスとほぼ同じです。
・屋内競技で、コートの大きさはテニスコートの約６分の１です。
・シングルス（２人）と、ダブルス（４人）、ＢＴラリー戦の３種類があります。
・�１ゲームは４点先取です。
・ダブルスは、４人が交互に順序通りにボールを打たなければなりません。
・�ＢＴラリー戦は１チーム６人が２組に分かれ、順番に打ち合い、決められ
た時間（１分間）内に、何回ラリーが続いたかを競います。（今大会は行いま
せん。）
・�ノーバウンドで打ち返すボレーは、サービスから数えて第４打目からでき
ます。

▲バウンドテニス競技の様子
�【日本バウンドテニス協会　提供】
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皆さんの思い出の料理とそれにまつわるエピソードなどがありましたら
どしどし情報をお寄せください。取材に伺います。
問合先／秘書広報課企画総務・広聴広報Ｇ（内線 4122）

皆さんの思い出の
料理を大募集

鶏ひき肉南蛮丼

時短で簡単にできる
ガッツリ飯

●�鶏ひき肉に一味唐辛子を入れることでアクセントになります。
●�タルタルソースにレモン汁と牛乳を入れることでまろやかさがプラスされます。

　毎日の食事作りのポイントとしてカット
野菜や冷凍食品を活用することで料理の負
担も減り、時短になると教えてもらいまし
た。内田さんはもともと冷凍食品を使用す
ることに抵抗があったと言います。しかし、
子どもたちのことを考えているその時間が
子どもたちに対する愛情であり、冷凍食品
を活用しておいしいご飯を作ることも愛情
であると、職場の先輩たちからアドバイス
を受けました。そこから冷凍食品もうまく
活用して、より時短で簡単なおいしい料理
を考えるようになったそうです。
　また、子どもたちが大きくなってからは、
料理を手伝ってくれて役割分担ができ、楽
になったと言います。
　今回のタルタルソースには、地域の方々
から頂いたラッキョウを使用しています。
　職場や地域の方々からのアドバイスも受
けながら、悩みながらも時短でおいしい料
理をこれからも作っていきたいと話してく
れました。

�� レシピ今回は、鶏ひき肉を使った「鶏ひき肉南
蛮丼」を紹介します。

　「子どもたちがご飯をかきこむ姿を見る
と作りがいがある」と笑顔で話してくれた
のは、病院で管理栄養士として働く内田朋
恵さん。内田さんは 3人の子どもを育て
る母親でもあります。食事を作るときの
テーマは、「時短で作れて、栄養バランス
をどうとるか」、そして体づくりが必須の
夫と成長期の子どもたちのために、「高た
んぱく、低脂質」であることも重視。この
「鶏ひき肉南蛮丼」のテーマも時短で、簡単
に作れて元気が出るようにと考案されまし
た。鶏むね肉のひき肉を使うと、油で揚げ
ないので、チキン南蛮と比べてより高たん
ぱく、低脂質にすることができます。甘辛
く味付けしたひき肉は、ご飯が進み、家族
からは「おいしい」と評判がよく、それは例
え言葉を聞かなくても食べている姿でわか
るそうです。

【材料】 （２人分）
●鶏ひき肉：200g ●タマネギ：80g ●片栗
粉（トロミ用）：�お好みで●しょうゆ：小さ
じ４●砂糖：小さじ４●酢：小さじ４●酒：
小さじ４●一味唐辛子：�お好みで●鮭フレー
ク：お好みで
［タルタルソース］●卵：１個●ラッキョウの
甘酢漬け：２粒●マヨネーズ：大さじ２●レ
モン汁：小さじ１●牛乳：小さじ１●砂糖：
小さじ１●粗挽きコショウ：お好みで

【作り方】
❶�卵をゆでてゆで卵にする。固まっ
たらみじん切りにする。ラッキョ
ウもみじん切りにする。
❷�タマネギはみじん切りしたら電
子レンジの600Ｗで２分温める。
❸�鶏ひき肉と②を炒め、しょうゆ、
砂糖、酢、酒を入れてひと煮立
ちさせ、水溶き片栗粉でとろみ
をつける。
❹�タルタルソースは①と調味料を
混ぜて完成。
❺�ご飯の上に鮭フレーク、鶏ひき肉、
タルタルソースを盛り、お好み
で刻み海苔やネギをのせて完成。

内
うち

田
だ

　朋
とも

恵
え

さん
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瀬
せ と う え

戸上健
け ん じ ろ う

二郎氏へ感謝状を贈呈
　５月１日（月）、下甑手打診療所の元医師である瀬
戸上健二郎氏に感謝状の贈呈を行いました。甑島医
療への貢献や、同氏をモデルにした漫画｢Dr. コトー
診療所」による甑島の認知度向上など永年にわたる功
績に対して贈られたものです。

　４月25日（火）、県の｢いきいき教育活動」で表彰さ
れた大

だいごう

軣小学校４年佐
さと う

藤結
ゆ な

南さんと甲南高等学校１
年瀧

たきの

野まのんさんの伝達式を行いました。佐藤さんは、
昨年 12月に第４回全国子ども作文コンクールで県内
で初めて最優秀賞を受賞、瀧野さんは、川内北中学
校在学時の昨年 12月に第 55 回｢おかねの作文」コン
クールで、最高賞５本の一つである金融広報中央委員
会会長賞を受賞しました。

｢いきいき教育活動」で表彰されました

立地協定を締結しました

小学生から交通安全メッセージ
　５月 10 日（水）、育英小学校で高齢者の交通安全
を願うメッセージカードの贈呈式が行われました。
育英小学校など市内７校の小学生が思いを込めて作
成した 400 枚のメッセージカードを本市高齢者クラ
ブ連合会に贈呈しました。カードは高齢者クラブの
会員に配布されました。

　４月25日（火）、川内ジュニアバドミントンクラブの
選手３人と指導者が、市長を表敬訪問しました。昨年
度行われた九州大会女子４年生以下ダブルス優勝と男
子６年生以下シングルス準優勝、全国大会女子４年
生以下シングルス
第５位入賞の報告
をしました。選手
たちは個々の課題
への取り組みと全
国大会での優勝を
誓いました。

目標は全国大会優勝！

マスターズ水泳で日本新記録
　４月16日（日）、鹿児島市
で行われた日本マスター
ズ鹿児島大会にて田崎町
の古

ふるかわ

川徹
とおる

氏（85）が男子50
ｍ（85 ～ 89 歳区分）で 32
秒 63 の日本新記録を樹立
しました。
　８月に開催される世界
マスターズ福岡大会に出
場され、活躍が期待され
ます。

　４月 20 日（木）、イタックス株式会社と立地協定
調印式を行いました。　
　同社は、入来工業団地内で配合飼料メーカーから
回収したフレコンバッグを洗浄、補修、保管、配送
する事業を展開しており、今回の協定は、同敷地内
で倉庫を増設し、事業を拡大するものです。

Satsumasendai city Public Relations, 2023.6.10

「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供いただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。

【▲佐藤結南さん】 【▲瀧野まのんさん】
【左から２人目石

いしはらたつき

原達希さん、引
ひきち ま り あ

地陽愛さん、宮
みやうち

内陽
ひ な こ

菜子さん、右か
ら１人目石

いしはらゆうすけ

原裕介監督兼コーチ】
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ュ
ラ
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月
２
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日
）14
時
～
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時

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
独
唱
、
ピ
ア

ノ
、
フ
ル
ー
ト
、
マ
リ
ン
バ
、
オ
カ

リ
ナ
で
奏
で
る
演
奏
会

▼
大
人
＝
１
０
０
０
円

　
▼
高
校
生
以
下
＝
５
０
０
円

鹿
児
島
の
ば
ら
会
　
谷た
に

口ぐ
ち

０
８
０（
３
９
４
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７
５

き
ば
っ
ど
！
か
ご
し
ま
国
体

ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
　
　
　

～
特
別
国
民
体
育
大
会
　
　

１
０
０
日
前
記
念
事
業
　
　

㏌
北
薩
～

６
月
25
日（
日
）10
時
～
16
時

サ
ン
ド
ー
ム
せ
ん
だ
い

▼�
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
　
お
ば
た

の
お
兄
さ
ん
と
国
体
出
場
選
手

に
よ
る
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン

　
▼�

お
ば
た
の
お
兄
さ
ん
に
よ
る
競

技
体
験

　
▼
国
体
出
場
選
手
の
紹
介

　
▼�

国
体
競
技
体
験（
ホ
ッ
ケ
ー
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
ウ
エ
イ

ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
、
軟
式
野
球
、

空
手
道
、
ラ
グ
ビ
ー
フ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ

ン
グ
）

　
▼
ア
ス
リ
ー
ト
飯
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

※
入
場
無
料

競
技
体
験
の
際
は
、
屋
内
シ
ュ
ー

ズ（
公
社
）川
内
青
年
会
議
所

（
22
）５
９
３
８

ハ
ン
ド
ベ
ル
コ
ン
サ
ー
ト

６
月
25
日（
日
）13
時
30
分
～
16
時

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

ハ
ン
ド
ベ
ル
の
演
奏（
ク
ラ
シ
ッ

ク
、
ポ
ッ
プ
ス
な
ど
）

※
入
場
無
料

東あ
ず
ま

（
22
）３
４
７
１

歴
史
講
座
　
　
　
　
　
　

「
平ひ
ら

佐さ

焼や
き

窯か
ま

跡あ
と

群ぐ
ん

発
掘
調
査
報
告
」

【
要
申
込
】

７
月
９
日（
日
）13
時
30
分
～
15
時

川
内
歴
史
資
料
館

（
公
財
）鹿
児
島
県
文
化
振
興
財
団

埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
　
文
化

財
専
門
員
　
百も

も

枝の
え

勇ゆ
う

一い
ち

氏

発
掘
調
査
で
判
明
し
た
窯よ
う

業ぎ
ょ
う

関

連
施
設
や
出
土
し
た
遺い

物ぶ
つ

の
紹
介

ど
な
た
で
も
可

先
着
40
人

２
０
０
円

６
月
17
日（
土
）～
７
月
９
日（
日
）

直
接
、
電
話

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

募
集

い
じ
め
不
登
校
相
談
会
・
　

教
育
講
演
会

７
月
１
日（
土
）

▼
第
一
部
＝
10
時
～
12
時

　�

い
じ
め
・
不
登
校
を
中
心
と
し
た

子
育
て
相
談
会（
グ
ル
ー
プ
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
）

▼
第
二
部
＝
13
時
30
分
～
15
時

　�「
親
と
子
が
と
も
に
育
つ
子
育
て

に
つ
い
て
」を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
会

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

神
戸
大
学
名
誉
教
授
　
広ひ
ろ

木き

克か
つ

行ゆ
き

氏
ど
な
た
で
も
可

▼�

講
演
会
の
み
＝
前
売
り
１
０
０

０
円（
当
日
１
３
０
０
円
）

　
※
学
生
は
５
０
０
円

　
▼�

講
演
会
＋
相
談
会
＝
前
売
り
１

５
０
０
円（
当
日
１
８
０
０
円
）

２
歳
～
小
学
２
年
生
＝
５
０
０
円

※
６
月
20
日（
火
）ま
で
に
要
予
約

６
月
26
日（
月
）ま
で

電
話

里
オ
リ
ー
ブ
文
庫
講
演
会
実
行
委

員
会
　
山
口

（
20
）４
８
３
３

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門

校
委
託
訓
練
生

パ
ソ
コ
ン
・
基
礎
講
座

７
月
20
日（
木
）～
10
月
19
日（
木
）

※�

原
則
月
～
金
曜
日
９
時
20
分
～
16

時Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
な
知
識
、
技

能
の
習
得
、
キ
ャ
リ
ア
支
援

24
人

６
月
26
日（
月
）ま
で

選
考
試
験
日
は
、
７
月
５
日（
水
）

※
９
時
ま
で
に
集
合

介
護
・
福
祉
科（
実
務
者
研
修
）

８
月
８
日（
火
）～
令
和
６
年
２
月

７
日（
水
）

※
原
則
月
～
金
曜
日
９
時
～
16
時

峰
山
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー（
高
江
町
）

介
護
の
学
科
、
実
技
お
よ
び
施
設

実
習
な
ど

※
介
護
福
祉
士
養
成
講
座

24
人

７
月
13
日（
木
）ま
で

選
考
試
験
日
は
、
７
月
25
日（
火
）

※
９
時
ま
で
に
集
合

雇
用
保
険
受
給
資
格
者（
優
先
）ま

た
は
再
就
職
の
意
欲
が
高
く
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
求
職
登
録
し
受
講
推
薦
な

ど
が
受
け
ら
れ
る
方

※
受
講
無
料

※�

テ
キ
ス
ト
代
と
訓
練
生
総
合
保
険

料
は
自
己
負
担

※�

選
考
場
所
は
、
県
立
宮
之
城
高
等

技
術
専
門
校

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

（
53
）０
２
０
７

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

（
変
更
に
な
る
場
合
あ
り
）

▼�

川
内
地
域
＝
八
幡
馬
場
、
上
川
内
、

横
馬
場
市
営
、
若
葉
市
営
、
今
村
、

城
上
、
西
方
西
、
勝
目
一
般
、
下

東
郷
上
之
原
一
般

▼�

樋
脇
地
域
＝
八
幡
、
椿
第
１
、
サ

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

イ
ベ
ン
ト

募
集

182023.6.10 広報

ン
ビ
レ
ッ
ジ
樋
脇
市
営

▼�

入
来
地
域
＝
愛
宕
、
舟
越
、
八
風
、

グ
リ
ー
ン
ビ
レ
ッ
ジ
入
来（
シ
ル

バ
ー
）、
立
山
一
般

▼
東
郷
地
域
＝
前
原
、
川
口
、
東
園

▼�

祁
答
院
地
域
＝
藍
屋
、
会
田
、
砂

石
、
早
馬
、
黒
木
第
３
一
般
、
黒

木
特
公
賃
、
藺
牟
田
特
公
賃

▼
里
地
域
＝
山
崎

▼
上
甑
地
域
＝
上
甑
小
牟
田

▼
下
甑
地
域
＝
浜
口
第
２
、
浜
田

▼
鹿
島
地
域
＝
鹿
島
宮
田

６
月
22
日（
木
）必
着

の
各
所
に
備
え
付
け
ま
た
は

市

上
に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事
項

を
明
記
の
上
、
直
接
ま
た
は
送
付

６
月
27
日（
火
）10
時
～
川
内
地
域

は
本
庁
６
階
６
０
３
会
議
室
、
東
部

区
域
と
甑
島
区
域
は

の
各
所

※
す
ぐ
に
は
入
居
で
き
ま
せ
ん
。

※
応
募
多
数
の
場
合
、
抽
選

※�

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
参
照
く
だ

さ
い
。（
市

に
掲
載
お
よ
び

の

各
所
に
備
え
付
け
）

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
。

▼�

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営
住

宅
管
理
事
務
所

　
（
25
）１
９
０
０

▼�

東
部
区
域（
樋
脇
・
入
来
・
東
郷
・

祁
答
院
地
域
）＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

　
（
37
）２
５
３
３

▼�

甑
島
区
域
＝
㈱
水
建
シ
ス
テ
ム
甑

島
地
域
市
営
住
宅
管
理
事
務
所

　

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

川
内
歴
史
資
料
館
体
験
教
室

「
般は
ん
若に
ゃ
心し
ん
経ぎ
ょ
うを
書
き
ま
し
ょ
う
」

７
月
５
日
、
12
日
、
19
日
の
各
水

曜
日
10
時
～
12
時

川
内
歴
史
資
料
館

「
書
く
」こ
と
に
特
化
し
た
講
座

ど
な
た
で
も
可

※
３
回
と
も
受
講
で
き
る
方

先
着
10
人

５
０
０
円（
初
回
の
み
）

筆
記
用
具（
筆
ペ
ン
、
鉛
筆
な
ど
）

６
月
17
日（
土
）～
７
月
４
日（
火
）

直
接
、
電
話

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

放
送
大
学
　
　
　
　
　
　
　

令
和
５
年
10
月
入
学
生

心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

15
歳
以
上
の
方（
卒
業
を
目
指
す

方
は
18
歳
以
上
で
大
学
入
学
資
格
が

必
要
）

▼�

第
１
回
＝
６
月
10
日（
土
）～
８

月
31
日（
木
）

　
▼�

第
２
回
＝
９
月
１
日（
金
）～
９

月
22
日（
金
）

※�

募
集
学
生
の
種
類
、
出
願
方
法
な

ど
詳
し
く
は

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
資
料
請
求
無
料

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン
タ
ー

（
鹿
児
島
市
山
下
町
）

０
９
９（
２
３
９
）３
８
１
１

高
齢
者
福
祉
計
画
・
　
　
　

第
９
期
介
護
保
険
事
業
計
画

推
進
委
員
会
委
員

高
齢
者
福
祉
事
業
や
介
護
保
険
事

業
の
指
針
と
な
る「
薩
摩
川
内
市
高

齢
者
福
祉
計
画
・
第
９
期
介
護
保
険

事
業
計
画
」の
策
定
過
程
に
お
け
る

提
案
・
評
価

市
内
に
居
住
し
、
高
齢
者
福
祉
・

介
護
保
険
事
業
な
ど
に
関
心
の
あ
る

40
歳
以
上
の
介
護
保
険
被
保
険
者

２
人

※
応
募
多
数
の
場
合
、
選
考

※
任
期
は
委
嘱
の
日
か
ら
３
年
間

６
月
30
日（
金
）必
着

本
庁
２
階
高
齢
・
介
護
福
祉
課
、

各
支
所
、
甑
島
振
興
局
に
備
え
付
け

ま
た
は
市

上
の
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
明
記
の
上
、
直
接
、
送
付
、

フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
高
齢

者
福
祉
Ｇ（

２
６
７
３
）

（
23
）５
１
３
１

korei@city.satsum
asendai.lg.jp

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
　

開
発
校
の
委
託
訓
練
生

介
護
サ
ー
ビ
ス
科（
４
カ
月
コ
ー
ス
）

９
月
６
日（
水
）～
12
月
25
日（
月
）

※�

訓
練
期
間
中
は
、
訓
練
給
付
金
な

ど
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

オ
ア
シ
ス
ケ
ア
介
護
福
祉
養
成
校

（
鹿
児
島
市
金
生
町
）

介
護
職
員
初
任
者
研
修
を
行
い
、

資
格
取
得
を
目
指
し
ま
す
。

障
害
の
あ
る
方
で
早
期
の
就
職
や

再
就
職
を
目
指
す
方

６
人

※
受
講
無
料（
教
材
費
４
９
５
０
円
）

７
月
31
日（
月
）ま
で

最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
に

備
え
付
け
の
願
書
な
ど
の
必
要
書
類

を
、

に
直
接

※�
選
考
方
法
は
面
接
、
８
月
18
日

（
金
）、
オ
ア
シ
ス
ケ
ア
介
護
福
祉

養
成
校

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
入
来
町
浦
之
名
）

（
44
）２
２
０
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
内

（
22
）８
６
０
９

薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ
く
り

公
社
準
職
員

薩
摩
川
内
市
民
ま
ち
づ
く
り

公
社

の
と
お
り

普
通
自
動
車
免
許
を
有
し
、
応
募

条
件
を
満
た
す
方

※
勤
務
条
件
は
公
社
の
基
準
に
よ
る

※�

職
種
、
定
員
、
雇
用
期
間
、
勤
務

内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
薩
摩
川
内

市
民
ま
ち
づ
く
り
公
社

を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

履
歴
書（
市
販
品
可
・
顔
写
真
貼

付
）随

時
受
け
付
け

直
接
、
送
付

〒
８
９
５-

１
１
０
６
　
東
郷

町
斧
渕
３
６
２
　
薩
摩
川
内
市
民
ま

ち
づ
く
り
公
社（
東
郷
支
所
２
階
）

（
42
）１
１
８
１

▲市

▲放送大学
　

▲まちづくり
　公社

▲市
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ヨ
ガ
教
室
受
講
者

７
月
開
催（
全
３
回
）

疲
労
回
復
！
ス
ッ
キ
リ
ヨ
ガ

７
月
７
日
、
14
日
、
21
日
の
各
金

曜
日
14
時
～
15
時

２
４
０
０
円

６
月
29
日（
木
）ま
で

８
月
開
催（
全
４
回
）

首
肩
・
骨
盤
・
脚
の
セ
ル
フ
ケ
ア

ヨ
ガ首

肩
ク
ラ
ス
＝
８
月
10
日

　
骨
盤
ク
ラ
ス
＝
８
月
17
日

　
脚
ク
ラ
ス
＝
８
月
24
日

　
全
身
ク
ラ
ス
＝
８
月
31
日

※
各
木
曜
日
19
時
～
20
時

※�

ク
ラ
ス
ご
と
の
申
し
込
み
と
な
り

ま
す
。

※
複
数
の
申
し
込
み
可

１
回
８
０
０
円

６
月
10
日（
土
）～
８
月
３
日（
木
）

９
月
開
催（
全
３
回
）

ア
ロ
マ
で
安
眠
ヨ
ガ

９
月
９
日
、
23
日
、
30
日
の
各
土

曜
日
19
時
30
分
～
20
時
30
分

２
４
０
０
円

７
月
10
日（
月
）～
９
月
１
日（
金
）

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

福ふ
く

永な
が

智と
も

子こ

氏

18
歳
以
上（
高
校
生
除
く
）

先
着
各
12
人

電
話Ｓ

Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

（
27
）８
４
５
５

着
物
の
着
付
け
と
マ
ナ
ー
を

学
ぼ
う

７
月
２
日
～
９
月
３
日
の
各
日
曜

日（
全
10
回
）10
時
～
12
時

中
央
公
民
館

浴
衣
の
着
装
や
作
法
、
日
本
文
化

に
つ
い
て

※
浴
衣
一
式
貸
し
出
し
可

小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生（
保

護
者
も
可
）

先
着
20
人

※
受
講
無
料

伝
統
文
化
和
装
礼
法
親
子
教

室
実
行
委
員
会
　
鏑や

ぶ

流さ

馬め

０
９
０（
７
４
６
０
）７
５
０
３

相
談

何
で
も
無
料
相
談
室

毎
週
土
曜
日
13
時
～
16
時

※
相
談
受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

元
人
権
擁
護
委
員
、
消
費
生
活
専

門
相
談
員
　
他

生
活
上
の
不
安
や
困
っ
て
い
る
こ

と
、
ど
こ
に
相
談
し
て
良
い
か
分
か

ら
な
い
こ
と
な
ど
一
緒
に
考
え
、
専

門
の
相
談
機
関
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
電
話
相
談
も
可
　

※�

開
設
時
間
以
外
の
受
け
付
け
や
事

前
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

ど
な
た
で
も
可

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｓ

プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
内
）

（
25
）６
０
５
６

治
療
と
仕
事
の
た
め
の
両
立
支

援
無
料
相
談
窓
口【
要
申
込
】

毎
月
第
４
木
曜
日
13
時
～
15
時

※
祝
日
は
休
み

※
申
し
込
み
が
な
い
場
合
は
中
止

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院（
永

利
町
）

鹿
児
島
産
業
保
健
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
両
立
支
援
促
進
員（
社
会
保
険

労
務
士
な
ど
）

治
療
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る
た
め

に
利
用
で
き
る
制
度
や
傷
病
手
当
金

な
ど
の
社
会
保
険
の
手
続
き
、
休
職

や
復
職
の
相
談
な
ど

働
き
な
が
ら
が
ん
、
脳
血
管
疾
患
、

難
病
な
ど
の
治
療
を
受
け
て
い
る
方

や
そ
の
ご
家
族
、
事
業
場
担
当
者
な

ど

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院

　
患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
22
）１
１
１
１

児
童
巡
回
相
談【
要
申
込
】

▼�

８
月
16
日（
水
）＝
上
甑
老
人
福
祉

セ
ン
タ
ー

▼�

８
月
17
日（
木
）�

＝
長
浜
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

10
時
～
16
時

※�

申
込
状
況
に
よ
り
日
程
や
会
場
を

集
約
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

療
育
手
帳
の（
再
）判
定
、
特
別
児

童
扶
養
手
当
更
新
の
判
定
な
ど

18
歳
未
満
の
方

７
月
７
日（
金
）

電
話本

庁
障
害
福
祉
課
支
援
Ｇ（

２
１
７
２
）ま
た
は
甑
島
振
興
局

お
知
ら
せ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
へ
の
加
入

ス
ポ
ー
ツ
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

中
に
発
生
し
た
事
故
に
対
し
て
補
償

す
る
制
度

掛
け
金
納
入
日
翌
日
～
令
和
６
年

３
月
31
日

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
行
う
４
人
以
上
の
ア

マ
チ
ュ
ア
の
団
体
や
グ
ル
ー
プ

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

の
申
し
込

み
フ
ォ
ー
ム
に
必
要
事
項
を
明
記
の

上
、
申
し
込
み

※�

内
容
の
詳
細
や
加
入
方
法
な
ど
に

つ
い
て
は
、
公
益
財
団
法
人
ス

ポ
ー
ツ
安
全
協
会

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ

（

６
３
３
３
）

デ
マ
ン
ド
交
通
の
予
約
受
付

時
間
の
変
更
に
つ
い
て
　

　
デ
マ
ン
ド
交
通
の
予
約
受
付
時
間

を
６
月
１
日（
木
）か
ら
変
更
し
ま
し

た
。予
約
の
際
は
、ご
注
意
く
だ
さ
い
。

変
更
後
：
７
時
～
20
時

電
話

▼�

樋
脇
地
域
デ
マ
ン
ド
交
通（
㈲

市
比
野
タ
ク
シ
ー
）

　
　
（
38
）１
７
０
０

　
▼�

入
来
地
域
デ
マ
ン
ド
交
通（
㈲

入
来
タ
ク
シ
ー
）

　
　
（
44
）３
３
１
１

　
▼�

東
郷
地
域
デ
マ
ン
ド
交
通（
㈲

川
内
観
光
交
通
）

　
　
（
23
）７
５
１
８�

　
▼�

祁
答
院
地
域
デ
マ
ン
ド
交
通

（
㈲
祁
答
院
タ
ク
シ
ー
）

　
　
（
55
）０
０
３
５

子
育
て
世
帯
生
活
　
　
　
　

支
援
特
別
給
付
金

食
費
な
ど
の
物
価
高
騰
に
直
面
す

る
低
所
得
の
子
育
て
世
帯
へ
の
給
付

金
支
給

ひ
と
り
親
世
帯
分

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
は

申
請
が
必
要
で
す
。

①�

公
的
年
金
等
受
給
を
理
由
に
令
和

５
年
３
月
分
の
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
な
い
方
の
う
ち
、
令

和
３
年
中
の
収
入
が
児
童
扶
養
手

当
の
支
給
制
限
限
度
額
を
下
回
っ

相
談

お
知
ら
せ

▲スポーツ
　安全協会

202023.6.10 広報

広告料 0円！※プレゼント費用は
ご負担いただきます

メリット

メリット

メリット

市内約3万3,000世帯や
駅、スーパーなどに配布！

新規顧客をゲット！

掲載希望の際はあらかじめご連絡いただき、市　 の申込書を
ダウンロードし、必要事項を明記の上、本庁4階秘書広報課へ
直接、ファクス、メール
　　 秘書広報課企画総務・広聴広報G（　 4122）
　 （20）5570  　 koho@city.satsumasendai.lg.jp ▲市

　広報薩摩川内の「読者のひろば」コーナーなどに投稿していただいた方に
抽選でお送りしているプレゼントを提供いただける事業者（市内の飲食店など）
を募集しています。
　詳しくは市　  をご確認ください。

広報薩摩川内で商品やお店をPR！広報薩摩川内 商品 お店 PR！

て
い
る
方

②�

令
和
５
年
３
月
分
の
児
童
扶
養
手

当
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
方
の
う

ち
、
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
て

家
計
が
急
変
し
、
１
年
間
の
収
入

の
見
込
額
が
児
童
扶
養
手
当
を
受

給
で
き
る
水
準
に
ま
で
下
が
っ
た

方
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
分

既
に
本
給
付
金
を
受
給
し
た
方
以

外
で
、
平
成
17
年
４
月
２
日
か
ら
令

和
６
年
２
月
29
日
ま
で
に
出
生
し
た

児
童
を
養
育
す
る
方
の
う
ち
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

①�

令
和
５
年
度
市
民
税（
均
等
割
）が

非
課
税
の
方

②�

令
和
５
年
度
市
民
税（
均
等
割
）が

課
税
さ
れ
て
い
る
が
、
令
和
５
年

１
月
以
降
、
物
価
高
騰
の
影
響
を

受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
１
年
間

の
収
入
見
込
額
が
市
民
税（
均
等

割
）非
課
税
限
度
額
以
下
と
見
な

さ
れ
る
方

※�

低
所
得
の
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付

金（
ひ
と
り
親
世
帯
分
）の
対
象
児

童
は
除
く

▼�

支
給
額
＝
児
童
一
人
に
つ
き
５
万

円
▼
支
給
時
期
＝
申
請
受
け
付
け
後
随

　
時申

請
書
・
収
入
に
関
す
る
申
立
書
、

給
与
明
細
書
な
ど
の
証
拠
書
類
、
戸

籍
謄
本（
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を

し
て
い
な
い
方
）、
申
請
者
名
義
の

預
金
通
帳
ま
た
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
の
写
し
、
本
人
確
認
書
類
の
写
し

令
和
６
年
２
月
29
日（
木
）必
着

申
請
に
必
要
な
書
類
な
ど
を
準

備
、
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
直
接
、

送
付

本
庁
子
育
て
支
援
課
育
成
支

援
Ｇ（

２
３
６
４
、
２
３
６
５
）

中
央
図
書
館
休
館

　
中
央
図
書
館
で
は
、蔵
書
の
点
検
・

照
合
や
図
書
整
理
、
館
内
設
備
の
改

修
な
ど
を
行
う
た
め
、
次
の
期
間
を

休
館
し
ま
す
。

※�

返
却
は
、
中
央
図
書
館
玄
関（
正

面
左
側
）に
あ
る「
夜
間
・
休
日
返

本
窓
口
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
電
子
図
書
館
は
利
用
で
き
ま
す
。

６
月
22
日（
木
）
～
７
月
５
日

（
水
）中

央
図
書
館

（
22
）３
５
４
２

家
庭
用
飲
用
井
戸
等
整
備
　

支
援
事
業
補
助
金

家
庭
用
飲
用
井
戸
を
設
置
す
る
場

合
の
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
な
ど
の
費
用

の
一
部
補
助

上
水
道
お
よ
び
簡
易
水
道
の
計
画

給
水
区
域
外
の
地
域
に
居
住
、
ま
た

は
居
住
予
定
の
方
で
、
単
独
ま
た
は

共
同
利
用
に
よ
り
家
庭
用
井
戸
設
置

に
要
す
る
ボ
ー
リ
ン
グ
工
事
な
ど
を

実
施
し
よ
う
と
す
る
方

※�

計
画
給
水
区
域
内
で
あ
っ
て
も
、

水
道
未
整
備
区
域
で
当
面
配
水
管

整
備
の
計
画
が
な
く
、
緊
急
に
飲

用
水
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
場

合
は
対
象

電
話
ま
た
は
市

上
の
申
請
書
な

ど
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、
直
接

※�

補
助
金
額
や
そ
の
他
注
意
事
項
な

ど
詳
し
く
は
市

で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

水
道
局
経
営
管
理
課
企
画
業

務
Ｇ（

20
）８
５
０
１

有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒
に

注
意
！

全
国
各
地
で
有
毒
植
物
に
よ
る
食

中
毒
が
多
発
し
て
お
り
、
本
県
に
お

い
て
も
、
令
和
２
年
に
２
件
の
食
中

毒
が
あ
り
、
死
者
も
発
生
し
て
い
ま

す
。

　
有
毒
植
物
に
よ
る
食
中
毒
を
防
ぐ

た
め
に
次
の
点
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼�

確
実
に
食
用
と
判
断
で
き
な
い
植

物
は
、
絶
対
に
採
ら
な
い
、
食
べ

な
い
、売
ら
な
い
、人
に
あ
げ
な
い
。

▼�

植
え
た
覚
え
の
な
い
植
物
は
食
べ

な
い
。

▼�

観
賞
用
植
物
は
有
毒
の
も
の
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
野
菜
と
一
緒
に
栽

培
し
な
い
。

鹿
児
島
県
川
薩
保
健
所
衛
生
・
環

境
課
食
品
衛
生
係

（
23
）３
１
６
７

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続

　
鹿
児
島
労
働
局
よ
り
申
告
書
な
ど

が
送
付
さ
れ
ま
す
。
令
和
５
年
度
労

働
保
険
の
申
告
・
納
付
は
期
間
内
に

お
願
い
し
ま
す
。

７
月
10
日（
月
）ま
で

鹿
児
島
労
働
局
　
労
働
保
険
徴
収

室
０
９
９（
２
２
３
）８
２
７
６

８
月
は
　
　
　
　
　
　
　

「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

　
道
路
敷
地
内
の
草
刈
り
や
空
き
缶

回
収
な
ど
の
自
主
的
な
道
路
愛
護
作

業
を
通
じ
て
、
道
路
の
役
割
や
重
要

性
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
道
路

を
常
に
広
く
美
し
く
安
全
に
利
用
し

て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、
８
月

を「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」と
し
て
い

ま
す
。

８
月
１
日（
火
）�

～
８
月
31
日（
木
）

本
庁
道
路
河
川
課
建
設
管
理
Ｇ

（

３
３
２
２
）

▲市

▲県
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献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命
時／ 6月23日（金）�
９時30分～11時45分
13時00分～16時00分
所／向田公園
問合先／市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

　桜の季節はとっくに過ぎて、今年も早いことにも
う 6月だつん。今月は時の流れに関するせんで弁
を紹介するつん。「もう」とか「こんなに早く」を意味
するせんで弁に「もへ｣があるつん。これは｢最

も

早
はや

｣�
が語源と考えられていて、使い方は｢もへ　半年
過ぎたが｣（もう半年過ぎたよ）などと使うつん。�
そして梅雨が終わるとすぐに夏がやってくるつん。�
｢すぐ｣はせんで弁で「いっき｣と言って｢一気｣が語
源。使い方は｢いっき　夏が　来っど｣（すぐ夏がく
るよ）とか言えばわかる人も多いと思うつん。
　梅雨は雨が多くて憂鬱だけど、アジサイがきれ
いだったり、雨の音が心地良かったりして実は好
きな季節でもあるつん。でもやっぱり夏が好きだ

から、夏に何をして過ごすのか考
えるのも楽しみだつん。「あたいは
なっが　くっのが　まっきれん
どー！」（私は夏が来るのが待ちき
れないよー！）

せんで弁講座
時の流れは早い！？のせんで弁

 vol.63

※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

市民の動き（5月1日現在）

市内交通事故の発生状況（累計）
（R5/1/1 ～ R5/5/1）

区　分 件　数
交通事故 70 件（前年比�＋���2 件）
死　　者 0件（前年比�－���1 件）
負 傷 者 76 件（前年比�＋� �4 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R5/1/1 ～ R5/5/10）

区　分 件　数
火　災 14 件（前年比�－� ����7 件）
救　急 1,720 件（前年比�＋167 件）
救　助 9件（前年比�－�����9 件）

※枯れ草などを焼却する時は、必ず消防署へ届け出ましょう。
　火の取り扱い・始末には十分注意してください。

税の納期（6月分）

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課へ（内線 2450）

税　目 納期限
市県民税１期 6月30日（金）

■総人口 91,975人（＋107人）
　男　性 44,663人（＋ 45人）
　女　性 47,312人（＋ 62人）
■世帯数 46,560世帯（＋227世帯）

川
内
地
域

（
氏
　名
）

小
平
　
　
德
藏

安
藤
　
　
康
成

𠩤𠩤
　
　
　
武
文

福
田
　
　
三
郎

花
木
　
　
幸
雄

大
平
　
　
文
子

久
木
野
　
靖

川
畑
　
　
多
美
子

柿
原
　
　
節
子

小
城
　
　
武
浩

福
重
　
　
康
子

屋
久
　
　
博

川
原
　
　
多
喜
子

亀
澤
　
　
久
子

德
見
　
　
政
寛

川
内
地
域

（
出
生
児
）

髙
木
　
　
優ゆ

愛あ

渡
邉
　
　
凪な

ぎ

尾
嵜
　
　
賀が

來く

金
子
　
　
稟り

ん

今
吉
　
　
春は

る

陽ひ

川
田
　
　
悠ゆ

う

晴せ
い

岩
田
　
　
鈴す

ず

音ね

崎
原
　
　
花は

な



東
郷
　
　
瑞み

ず

樹き

重
野
　
　
健け

ん

大た

山
﨑
　
　
晴は

陽る

上
青
木
　
善よ

し

晴は
る

岩
下
　
　
茉ま

白し
ろ

樋
口
　
　
遥は

る

太た

末
吉
　
　
政ま

さ

虎と
ら

川
畑
　
　
絃い

と

花か

髙
田
　
　
葵き

禾か

樋
脇
地
域

德
地
　
　
凱か

い

斗と

園
田
　
　
桜お

う

里り

入
来
地
域

藤
井
　
　
葵あ

央お

東
郷
　
　
鈴す

ず

東
郷
地
域

荒
木
　
　
月る

桜な

祁
答
院
地
域

�

　
　
　
お
と
は

上
甑
地
域

森
園
　
　
琳り

心ん

岩
坪
　
　
潤う

る

波は

神
野
　
　
希き

歩ほ

小
倉
　
　
大た

い

雅が

𠮷𠮷
𠮷
　
　
心み

逢あ

川
畑
　
　
晴は

る

都と

近
藤
　
　
旭あ

さ
ひ

森
川
　
　
衣い

智ち

子こ

新
川
　
　
心こ

鐘が
ね

奥
　
　
　
陽ひ

那な

人と

西
　
　
　
藍ら

央お

塩
屋
　
　
咲え

み

莉り

和
田
　
　
陽は

る

日ひ

丸
田
　
　
紬つ

む
ぎ葵

湯
浦
　
　
一ひ

ま
り葵

上
原
　
　
そ
ら

新
留
　
　
碧あ

桜お

田
原
春
　
晴は

る

輝き

中
村
　
　
真ま

奈な

上
野
　
　
翔し

ょ
う

晴せ
い

井
上
　
　
蒼そ

ら

斗と

（
年
齢
）

【
93
】

【
61
】

【
75
】

【
87
】

【
89
】

【
94
】

【
91
】

【
83
】

【
93
】

【
60
】

【
82
】

【
73
】

【
95
】

【
87
】

【
74
】

東
開
聞

西
開
聞

宮
里

宮
崎

宮
崎

勝
目

木
場
茶
屋

矢
倉

尾
白
江

尾
白
江

都青
山

平
佐

平
佐

大
小
路

（
保
護
者
）

【
康
裕
】

【
椎
菜
】

【
良
平
】

【
義
貴
】

【
翔
一
】

【
敬
介
】

【
光
裕
】

【
開
】

【
智
裕
】

【
強
】

【
竜
太
郎
】

【
哲
也
】

【
剛
士
】

【
裕
二
】

【
直
樹
】

冷
水

宮
崎

宮
崎

宮
崎

宮
崎

宮
崎

宮
崎

隈
之
城

隈
之
城

平
佐

平
佐

鳥
追

天
辰

天
辰

花
木

【
祐
作
】

【
幸
治
】

【
幸
樹
】

【
利
美
】

【
竜
一
】

【
章
】

【
静
香
】

【
颯
馬
】

【
竜
太
郎
】

中
郷
二
丁
目

中
郷
四
丁
目

市
比
野

塔
之
原

副
田

副
田

南
瀬

黒
木

中
甑

【
和
幸
】

【
翔
】

【
隆
寛
】

【
胤
彦
】

【
真
優
】

【
雄
介
】

【
啓
】

【
流
星
】

【
恵
二
郎
】

【
政
行
】

【
眞
莉
奈
】

【
慎
太
郎
】

【
綾
香
】

【
真
之
】

【
浩
也
】

【
裕
麻
】

【
優
華
】

【
瑠
奈
】

【
恭
誠
】

【
大
作
】

国
分
寺

国
分
寺

御
陵
下

御
陵
下

宮
内

宮
内

宮
内

五
代

五
代

田
崎

百
次

百
次

永
利

永
利

久
見
崎

白
浜

陽
成

東
大
小
路

原
田

中
郷
一
丁
目

４
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

４
月
届
出
分
（
敬
称
略
）
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薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
番
22
号
　

　
　
　
　
　
　
　
薩
摩
川
内
市
秘
書
広
報
課
内

８ ９５　８　６ ５　０郵送の際は
63 円切手を
貼付くださ
い。

住
　
所

氏（
フ
リ
ガ
ナ
）名

電
話
番
号

ペ
ン
ネ
ー
ム

年
齢
　
　
　
　
　
歳

　
行

読

者

の

ひ

ろ

ば

切り取ってご利用ください。

2023.6月号

　秘書広報課では読者のひろばへのお便り、絵手紙、写
真などや、私のFood記などの読み物への情報提供を募集
しています。住所・氏名・年齢・連絡先・ペンネームを
明記の上、はがき・封書・メールで投稿ください。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁秘書広報課内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

　掲載された方には、竹紙100ノート
（Ａ５版）をプレゼントします。

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

令和５年
6月26日（月）消印有効

締 

切

▲�竹紙100ノート
　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

※�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課
ま
た

は
各
支
所
、
甑
島
振
興
局
な
ど
に
届
け
出（
出

生
・
死
亡
）を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載

に
同
意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

井
上
　
　
喜
己

向
井
　
　
幸
男

西
村
　
　
房
子

蒔
﨑
　
　
ヨ
シ
子

中
池
　
　
タ
キ

奥
田
　
　
次
男

橋
口
　
　
エ
イ
子

北
園
　
　
マ
サ
子

坂
口
　
　
登

橋
口
　
　
志
郎

米
丸
　
　
愽
政

井
ノ
上
　
輝
美

市
來
　
　
八
重
子

西
谷
　
　
ミ
ヨ
子

手
打
　
　
健
次

中
村
　
　
加
代
美

入
来
地
域

坂
元
　
　
マ
サ
子

桺
田
　
　
栄
一

宮
田
　
　
哲
己

柿
内
　
　
京
子

下
副
田
　
久
義

前
園
　
　
チ
ヅ
子

東
郷
地
域

江
藤
　
　
藏
一

永
里
　
　
正
弘

木
塲
　
　
ト
シ
ヱ

北
野
　
　
ユ
キ
エ

祁
答
院
地
域

早
﨑
　
　
忠

中
村
　
　
ト
ヨ

中
村
　
　
純
二
朗

紙
屋
　
　
隆
之

天
ケ
瀬
　
マ
キ

内
山
　
　
若
子

村
尾
　
　
輝
二

福
重
　
　
幸
男

加
治
屋
　
松
江

通
　
　
明

樋
脇
地
域

田
中
　
　
ム
ツ

永
山
　
　
フ
ミ
ノ

黒
木
　
　
ハ
ツ
子

萩
原
　
　
武
春

堀
段
　
　
一
美
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】

【
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】

【
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【
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】

【
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【
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】

【
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】

大
小
路

国
分
寺

国
分
寺

御
陵
下

宮
内

宮
内

五
代

五
代

五
代

上
川
内

田
崎

田
崎

水
引

小
倉

港港
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】
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】
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】
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】
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】

【
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】

【
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】

【
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】

【
101
】

【
82
】

【
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】

浦
之
名

浦
之
名

浦
之
名

副
田

副
田

副
田

斧
渕

山
田

宍
野

藤
川

藺
牟
田

【
91
】

【
64
】

【
50
】

【
96
】

【
93
】

【
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】

【
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】

【
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】

【
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】

【
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】

【
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】

【
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】

【
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】

【
85
】

久
見
崎

久
見
崎

高
江

高
江

高
城

高
城

高
城

高
城

湯
田

市
比
野

市
比
野

塔
之
原

塔
之
原

塔
之
原

二
之
宮
　
芳
秀

桑
波
田
　
チ
ヱ

𠮷𠮷
永
　
　
静
子

北
原
　
　
宏

里
地
域

平
嶺
　
　
繁

塩
田
　
　
民
男

下
甑
地
域

中
村
　
　
親
德

中
川
　
　
一
貫

鹿
島
地
域

小
村
　
　
光
彦

【
83
】

【
100
】

【
93
】

【
83
】

【
72
】

【
91
】

【
93
】

【
91
】

【
68
】

藺
牟
田

藺
牟
田

藺
牟
田

下
手

里里瀬
々
野
浦

長
浜

藺
牟
田
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子
ど
も
の
成
長
へ
魔
法
の
言
葉

　「
や
れ
ば
で
き
る
！
」と
子
育
て
の
講
演
会

で
話
を
聞
い
て
か
ら
、
我
が
家
で
は
、「
や

れ
ば
」と
私
が
言
う
と
、
子
ど
も
た
ち
は
続

い
て「
で
き
る
」と
言
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
言
葉
が
魔
法
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
き

な
く
て
も
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
が
大
事

だ
と
。
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
日
々
忘
れ
ず
、

頑
張
っ
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
も

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
応
援
し
、
大
好
き
な

わ
が
子
と
の
大
事
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
き

た
い
。
サ
ッ
カ
ー
三
兄
弟
、
努
力
を
忘
れ
ず
、

前
進
あ
る
の
み
。
頑
張
れ
！

  

ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ（
47
歳
）

健
康
の
秘
訣

　
私
の
秘
訣
は
、
毎
日
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
す

る
こ
と
で
す
。
１
万
歩
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
が
、
都
合
に
よ
り
毎
日
と
は
い
き
ま
せ
ん
。

歩
く
と
き
は
田
畑
の
変
化
、
鳥
の
鳴
き
声
、

景
色
の
移
り
変
わ
り
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
て
、

と
て
も
有
意
義
で
す
。
新
し
い
発
見
も
あ
り
、

満
足
し
て
い
ま
す
。
人
生
１
０
０
年
時
代
と

言
わ
れ
、
何
が
必
要
か
と
自
問
自
答
し
た
時

に
、
そ
れ
は
元
気
な
体
、
す
な
わ
ち
健
康
で

あ
る
と
日
々
感
じ
て
い
ま
す
。

ラ
ッ
キ
ー（
66
歳
）

か
わ
い
い
野
菜
た
ち

　
数
年
前
か
ら
プ
ラ
ン
タ
ー
で
野
菜
や
イ
チ

ゴ
を
栽
培
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
き
っ

と
母
の
影
響
だ
と
思
い
ま
す
。
昔
は
野
菜
を

栽
培
し
て
い
る
母
を
見
て
い
る
だ
け
で
、
手

伝
う
こ
と
も
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
け
れ
ど
今
、

自
分
で
プ
ラ
ン
タ
ー
に
野
菜
や
イ
チ
ゴ
を
植

え
て
、
毎
日
観
察
し
た
り
、
水
や
り
や
追
肥

を
し
た
り
す
る
の
が
楽
し
く
、
成
長
を
見
る

の
が
楽
し
み
に
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
気
持

ち
に
な
れ
る
の
も
母
の
お
か
げ
だ
な
と
思
い

ま
す
。
お
母
さ
ん
あ
り
が
と
う
。

カ
カ
マ
マ（
40
歳
）

新
し
い
学
び

　
最
近｢

彩い
ろ

む
す
び
書｣

と
い
う
文
字
の
書

き
方
を
学
び
ま
し
た
。
１
枚
の
は
が
き
に
書

き
ま
す
。
例
え
ば｢
あ
り
が
と
う｣

の
文
字
の

大
き
さ
や
太
さ
、
文
字
の
並
び
ま
で
自
由
で

い
い
ん
で
す
。
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
い
か

に「
ね
ば
な
ら
な
い
」｢

こ
う
あ
る
べ
き｣

の
中

で
生
活
し
て
い
る
の
か
改
め
て
知
っ
た
気
が

し
ま
し
た
。
自
由
な
発
想
で
頭
の
中
と
心
と

体
を
解
放
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

書
く
と
い
う
こ
と
が
、

と
て
も
楽
し
く
な
っ
て

い
ま
す
。

ゆ
う
ち
ゃ
ん（
63
歳
）

反
抗
期
真
盛
り
　
　
　
　
　
　

お
ま
せ
な
４
年
生

ゴ
ー

読 者 の ひ ろ ば

投稿・問合先／本庁秘書広報課企画総務・広聴広報G（内線4122）
　　　　　　　　�koho@city.satsumasendai.lg.jp

掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。掲載店募集中！！秘書広報課までご連絡ください。

山 café 寺山レストラン
住  天辰町 2453-30
営  11:00 ～ 17:00
休   月曜日（ただし、月曜日が祝日

の場合は火曜日が定休日）
（29）2150

3

●
川内中央
中学校

●
川内中央
中学校

川
内
駅
川
内
駅 ●川内商工

　高等学校
●川内商工
　高等学校

●
せんだい
宇宙館

●
せんだい
宇宙館

●
国際交流
センター

●
国際交流
センター

山café
寺山レストラン

【締切】 6 月 26 日（月）消印有効【締切】 6 月 26 日（月）消印有効

　上記締切までにお便りを頂いた方の中から抽選で、
「山café寺山レストラン｣のお食事券（1,000円）を３人
にプレゼント。
　店内の大きな窓からは市街地を流れる川内川や、天
気が良い日は甑島を眺めながら食事ができるレストラ
ン。人気のワンプレートランチは、煮込みハンバーグ
をメインに、体に優しい雑穀米やサラダ、スープ、デ
ザートまで付く大満足のメニュー。
　ゆったりとした時間の流れを感じながら、癒やしの
ひとときをお過ごしください。

◀Instagram
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Ｐ12
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キジカケル突撃レポート！
人のとなりに
薩摩川内市で暮らす
〜移住・定住制度が新しくなりました〜
第47回全国高等学校総合文化祭「2023かごしま総文」
国民年金に加入中の皆さん　
「免除・猶予」制度についてご存じですか？／防災トピックス
令和３年度決算に基づく本市の財務書類を作成しました
生涯学習「まちづくり出前講座」を活用してみませんか
企業のチカラ
かごしま国体通信
私のFood記
まちの話題
情報掲示板
うぶごえ・おくやみ
読者のひろば

■発　行

薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3-22
　　　　　　 � �0996（23）5111�� �0996（20）5570
　　　　　　 � �0996（22）8115�（直通）�
　　　　　　 ※音声案内後に内線番号を押してください。

閉庁日および時間外��� �0996（23）5115

■編　集

本庁未来政策部秘書広報課
koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所など

樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173
　　　　　　� �0996（37）3111��� 0996（37）2252
入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33
　　　　　　� �0996（44）3111��� 0996（44）3117
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362
　　　　　　� �0996（42）1111��� 0996（42）0767
祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67
　　　　　　� �0996（55）1111��� 0996（55）1021
甑島振興局　〒896-1201　上甑町中甑481-1
　　　　　　� �09969（2）0001��� 09969（2）1490
　里市民サービスセンター　〒896-1192　里町里1922
　　　　　　� �09969（3）2311��� 09969（3）2912
　鹿島市民サービスセンター　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10
　　　　　　� �09969（4）2211��� 09969（4）2672
下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819
　　　　　　� �09969（7）0311��� 09969（7）0753
消防局　　　〒895-0072　中郷町5031-1
　　　　　　� �0996（22）0119��� 0996（20）3430
水道局　　　〒895-0074　原田町22-10
　　　　　　� �0996（20）8500��� 0996（20）8512

■
　
広報電話

0120（894）256
※�夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報
が電話で確認できます。

やくしょにコール

問合先／�本庁未来政策部秘書広報課（内線 4122）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」

＜目　次＞

　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」や「薩摩川
内市議会だより」を読むことができます！ダウンロードして
ぜひご利用ください。

変わらぬ美しさ

　今月の表紙は、「キジカケル突撃
レポート！」と「人のとなりに」で 
取り上げた鹿児島純心大学のサン
タマリア館にあるステンドグラス
です。このステンドグラスには、
フランスのサクレ・クール寺院が
デザインされていて、天気や光、
見る角度によっても印象が異なり、
1 日の中でもいろいろな美しさを
感じることができます。
　このステンドグラスのように、
取材を通して、大学内で出会った
先生や学生の表情は、笑顔にあふ
れ、とても輝いていました。

◎今月の表紙

担当者の声

４月の人事異動で、広報紙制作に携わることになりまし

た。今までの職場では、「窓口での手続き」や「制度な

どの説明」、「まちの魅力のＰＲ」などを行っておりましたが、

それらを伝える手段は、いずれも会話でした。

　今回は、まちの話題や魅力を伝えていく広報紙という紙面

が、その手段となります。「限られた紙面の中で」「簡潔明瞭

で」「伝わる表現で」多くの情報を盛り込み広報紙を作って 

いく。改めて、言葉を文字にしてつなげていくことの難しさ

を感じているところです。

　今回の６月号から、編集会議に参加し、広報紙制作に最初

から関わりました。一つ一つが学びの日々となっております

が、今までの経験を生かしながら、市役所の取り組みだけ 

でなく、まちの話題や出来事、魅力が、分かりやすく伝わる

ような広報紙制作に取り組んでまいりますので、今後とも 

「広報薩摩川内」をよろしくお願いします。　　　　   （中村）

◀�サンタマリア館の天井にある
　ステンドグラス
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